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(54)【発明の名称】 超音波診断装置用送信回路

(57)【要約】
【課題】  超音波診断装置の振動子へ正負対称な駆動パ
ルスを供給する送信回路の構成が複雑である。
【解決手段】  １つの電圧制御部８０の出力電圧“＋Ｈ
Ｖ”と接地電位（０Ｖ）との間に、それらのいずれかを
選択して出力するスイッチ部を２つ設ける。第１のスイ
ッチ部８４は、その出力を出力端８２に直接接続され、
トリガパルスに応じてＦＥＴスイッチＱ１，Ｑ２を制御
されて、“＋ＨＶ”の正電圧パルスを生成する。一方、
第２のスイッチ部８６は、その出力がコンデンサＣ２を
介して出力端８２に接続される。第２のスイッチ部８６
は他のトリガパルスに応じてＦＥＴスイッチＱ３，Ｑ４
を制御されて、第２のスイッチ部８６の出力に“＋Ｈ
Ｖ”から０Ｖに変化するパルスを生じさせる。この電圧
変化は、コンデンサＣ２により容量結合された出力端８
２に０Ｖから“－ＨＶ”に変化する負電圧パルスを発生
させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  出力端に接続された超音波振動子に駆動
パルスを供給する送信回路であって、
所定極性の駆動電源と、
前記出力端と前記駆動電源とが接続される第１オン状態
と、前記出力端と基準電位とが接続される第１オフ状態
とを切り換える第１スイッチ部と、
コンデンサを介して前記出力端に接続され、前記コンデ
ンサと前記駆動電源とが接続される第２オン状態と前記
コンデンサと前記基準電位とが接続される第２オフ状態
とを切り換える第２スイッチ部と、
前記第１スイッチ部及び前記第２スイッチ部を制御し
て、前記第１スイッチ部を前記第１オフ状態から前記第
１オン状態に切り換え、再び前記第１オフ状態に切り換
える第１スイッチ切り換え動作と、前記第２スイッチ部
を前記第２オン状態から前記第２オフ状態に切り換え、
再び前記第２オン状態に切り換える第２スイッチ切り換
え動作とを交互に行うスイッチ制御部と、
を有することを特徴とする超音波診断装置用送信回路。
【請求項２】  請求項１記載の超音波診断装置用送信回
路において、
前記スイッチ制御部は、前記第１スイッチ切り換え動作
と前記第２スイッチ切り換え動作とを同数回ずつ行うこ
とを特徴とする超音波診断装置用送信回路。
【請求項３】  請求項１又は請求項２に記載の超音波診
断装置用送信回路において、
前記スイッチ制御部は、前記第１スイッチ切り換え動作
の期間と前記第２スイッチ切り換え動作の期間とを等し
くすることを特徴とする超音波診断装置用送信回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断装置に
用いられ、その超音波振動子に駆動パルスを供給する送
信回路に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波診断装置は、圧電材料を用いて構
成された振動子に電圧を印加し、それにより発生する超
音波を被検体に送信し、その反射波に基づいて被検体内
の情報を得る。近年、超音波診断装置の中には、送信し
た超音波によって被検体中に非線形振動が発生すること
を利用するものが開発されている。このような非線形振
動を利用する装置では、送信した超音波のスペクトラム
と、非線形振動で発生する送信周波数の高調波成分を含
んだ受信スペクトラムとの相違を、被検体の測定に利用
する。
【０００３】非線形振動により生じる高調波成分は一般
には微弱である。そのため受信波中の高調波成分を検知
し利用する超音波診断装置においてＳ／Ｎ比が良好な測
定を行うためには、送信波自体に含まれる高調波成分を
抑制する必要がある。この要請に対しては、正電圧側と
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負電圧側とに対称に電圧変化する駆動パルスを用いて振
動子を励振することが有効である。従来は、正負対称の
駆動パルスを得るために、特開平９－２３４２０２号公
報に記載されるように、正電圧と負電圧との２つの電源
を用い、それら正電圧と負電圧とをスイッチにより交互
に切り換えて出力する構成が採られていた。
【０００４】図５は正負対称の駆動パルスを生成する従
来の超音波診断装置用送信回路の概略の回路図である。
従来の回路は、正電圧を供給する駆動電源である電圧制
御部２と負電圧を供給する駆動電圧である電圧制御部４
とを備えている。電圧制御部２はそれぞれ外部から電圧
“＋ＨＶ０”を供給され、＋ＨＶ制御信号により出力電
圧が調整される。同様に、電圧制御部４はそれぞれ外部
から電圧“－ＨＶ０”を供給され、－ＨＶ制御信号によ
り出力電圧を調整される。電圧制御部２，４はこれら制
御信号により、出力電圧の絶対値が等しくなるように調
整され、それにより正負両方向に等振幅の駆動パルスを
得る。振動子への出力端８と電圧制御部２との間にはＭ
ＯＳＦＥＴ（Ｑ８）で構成されるスイッチ１０が、また
振動子６への出力端８と電圧制御部４との間にはＭＯＳ
ＦＥＴ（Ｑ７）で構成されるスイッチ１２がそれぞれ設
けられる。また出力端８はＭＯＳＦＥＴ（Ｑ９）で構成
されるスイッチ１４によって接地可能に構成されてい
る。
【０００５】送信時には、スイッチ１４はオフされ、ス
イッチ１０，１２が交互に切り換えられる。これによ
り、出力端８からは電圧制御部２，４の出力電圧に応じ
て正負に変動する駆動パルスが出力される。ちなみに、
受信時にはスイッチ１４はオン状態とされ、出力端８は
接地される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】正負対称の駆動パルス
を生成する従来の送信回路は、駆動電源を２つ必要とし
ていた。そのため、送信回路の構成が複雑化、大規模化
し、また製造コストが高くなるという問題があった。ま
た、非線形振動を利用しない従来の超音波診断装置にお
いては一方極性の駆動パルスを出力する送信回路が使用
されているのが一般的であるが、これを改造して非線形
振動用の超音波診断装置とする場合に、新たな電源を必
要とするため、その改造が難しいという問題があった。
さらに、正側の振幅と負側の振幅とが正負それぞれの電
源の出力電圧に依存するため、それら電源の出力電圧の
変動によって、駆動パルスの正負対称性が必ずしも安定
でないという問題があった。また、正負対称な駆動パル
スを得ようとした場合、正負それぞれの電源の出力電圧
を調整する作業が必要であり煩雑であった。
【０００７】本発明は上記問題点を解消するためになさ
れたもので、より簡単な構成で安定した正負対称の駆動
パルスが得られる送信回路を提供することを目的とす
る。
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【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明に係る超音波診断
装置用送信回路は、出力端に接続された超音波振動子に
駆動パルスを供給する送信回路であって、所定極性の駆
動電源と、前記出力端と前記駆動電源とが接続される第
１オン状態と、前記出力端と基準電位とが接続される第
１オフ状態とを切り換える第１スイッチ部と、コンデン
サを介して前記出力端に接続され、前記コンデンサと前
記駆動電源とが接続される第２オン状態と前記コンデン
サと前記基準電位とが接続される第２オフ状態とを切り
換える第２スイッチ部と、前記第１スイッチ部及び前記
第２スイッチ部を制御して、前記第１スイッチ部を前記
第１オフ状態から前記第１オン状態に切り換え、再び前
記第１オフ状態に切り換える第１スイッチ切り換え動作
と、前記第２スイッチ部を前記第２オン状態から前記第
２オフ状態に切り換え、再び前記第２オン状態に切り換
える第２スイッチ切り換え動作とを交互に行うスイッチ
制御部とを有するものである。
【０００９】本発明によれば、単一の駆動電源を用いて
正負両極性の駆動パルスが生成される。スイッチ制御部
が第１スイッチ部をそのオフ状態からそのオン状態に切
り換え、さらに再びオフ状態に切り換えることにより、
送信回路の出力端は第１スイッチ部を介して、順次、基
準電位、駆動電源、そして再び基準電位に接続される。
これに対応して、出力端の電圧は順に基準電位、駆動電
源の出力電圧、そして再び基準電位と変化し、駆動電源
と同一極性のパルスが出力される。一方、スイッチ制御
部が第２スイッチ部をそのオン状態からそのオフ状態に
切り換え、さらに再びオン状態に切り換えることによ
り、送信回路の出力端はコンデンサ及び第２スイッチ部
を介して、順次、駆動電源、基準電位、そして再び駆動
電源に接続される。第２スイッチ部と出力端との間には
コンデンサが介在し、両者間は容量結合される。そのた
め、第２スイッチ部の入力が接続される駆動電源、基準
電源の電圧は直接には出力端に現れない。具体的には、
この第２スイッチ部の一連の動作の開始時においては、
第１スイッチ部はオフ状態にある。つまり、開始時にお
いて、第２スイッチ部の入力は駆動電源に接続され、コ
ンデンサの第２スイッチ部側の電位が駆動電源の出力電
圧にセットされる一方で、コンデンサの送信回路出力端
側の電位は第１スイッチ部を介して基準電位にセットさ
れている。この状態で、第２スイッチ部をオフ状態とす
ると、コンデンサの第２スイッチ部側の電位が基準電位
に変動するのに伴って、容量結合された出力端には第２
スイッチ部側と同一極性であって、基本的に同じ幅だけ
の電位変動が現れる。また再び第２スイッチ部をオン状
態に戻した場合も、コンデンサの第２スイッチ部側の電
位が駆動電源の出力電圧に復元するのに伴って、出力端
には第２スイッチ部側と同一極性であって、基本的に同
じ幅だけの電位変動が現れる。このように、第２スイッ
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チ切り換え動作に応じて、出力端の電位は順に基準電
位、－駆動電源の出力電圧、そして基準電位と変化し、
第１スイッチ切り換え動作により発生したパルスとは反
対極性かつ振幅の絶対値が等しいパルスが出力される。
本発明によれば、第１スイッチ切り換え動作と第２スイ
ッチ切り換え動作とが交互に行われることにより、基準
電位を中心として正側に振れるパルスと、それと同じ振
幅で負側に振れるパルスとが交互に出力端から振動子へ
出力される。
【００１０】他の本発明に係る超音波診断装置用送信回
路においては、前記スイッチ制御部が、前記第１スイッ
チ切り換え動作と前記第２スイッチ切り換え動作とを同
数回ずつ行うことを特徴とする。
【００１１】本発明によれば、正側に振れるパルスと負
側に振れるパルスとが交互にかつ同数ずつ出力され、正
負対称な駆動パルスが得られる。
【００１２】別の本発明に係る超音波診断装置用送信回
路においては、前記スイッチ制御部が、前記第１スイッ
チ切り換え動作の期間と前記第２スイッチ切り換え動作
の期間とを等しくすることを特徴とする。
【００１３】本発明によれば、正側に振れるパルスの幅
と負側に振れるパルスの幅とが等しくなり、パルス幅に
関しても正負対称な駆動パルスが得られる。
【００１４】
【発明の実施の形態】次に、本発明に係る送信回路の好
適な実施形態について図面を参照して説明する。図１
は、本発明に係る送信回路を用いた超音波診断装置の概
略のブロック構成図である。装置はプローブ５０に含ま
れる多数の振動子を駆動する送信回路５２を有してい
る。送信回路５２は、各振動子に対応して複数の送信駆
動回路５４と、それらに共通の送信制御回路５６とを備
える。各送信駆動回路５４はそれぞれ送信制御回路５６
からの指示によりそれぞれが分担する振動子から超音波
を送信させる。送信制御回路５６は、送信駆動回路５４
に含まれるＦＥＴスイッチの開閉を制御し、これにより
送信駆動回路５４は振動子を駆動するパルスを生成す
る。また送信制御回路５６は、各送信駆動回路５４間で
の駆動パルスの生成タイミングを調整することによっ
て、振動子間での超音波の送信ディレイ量を制御し、生
体内の所望の位置に超音波をフォーカスさせる働きも有
している。
【００１５】一方、受信時にはプローブ５０の各振動子
からの受信信号はそれぞれプリアンプ６０にて増幅され
た後、受信遅延回路６２に入力される。受信遅延回路６
２は、プリアンプ６０それぞれに対応した各チャネルご
とに、受信信号に対するディレイ量を可変に設定するこ
とができる。そのディレイ量は受信遅延制御回路６４に
より制御され、各チャネルの受信信号はそれぞれ遅延さ
れた後、互いに加算される。受信遅延制御回路６４は、
一つの受信方向に対して深さ方向に多段階にフォーカス
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点を変えるようにディレイ量を調整し、これによりダイ
ナミックフォーカスが実現される。深さ方向にフォーカ
ス点を変えるこの走査と、受信方向を変える走査とによ
って得られる画像により、アレイ方向の生体断面の二次
元的な様子を観察することができる。
【００１６】加算された受信信号は受信処理回路６６に
入力される。受信処理回路６６は例えば、被検体での非
線形振動による高調波成分の検出等の処理を行う。受信
処理回路６６にて、受信信号から抽出された受信データ
は、ＡＤＣ（analog-to-digital converter）回路６８
によってデジタル信号へ変換され、ＤＳＣ（digital sc
an converter）７０に格納される。ＤＳＣ７０は、例え
ば、電子走査によって得られる１画面分の受信データを
蓄積し、これを表示装置７２の走査方式に応じた順序で
出力するものである。つまり、プローブ５０による生体
断面の各点の電子走査の走査順序と表示装置７２の走査
順序とは一般に異なるため、ＤＳＣ７０を用いてそれら
両走査方式間の変換が行われる。ＤＡＣ（digital-to-a
nalog converter）７４はＤＳＣ７０から表示装置７２
の走査方式に応じて順次読み出されたデジタル値をアナ
ログの画像信号に変換し、表示装置７２はそれを画像表
示する。
【００１７】システムコントロール回路７６は送信制御
回路５６、受信遅延制御回路６４、ＤＳＣ７０を制御す
る回路である。
【００１８】さて、本装置の特徴は送信回路５２にあ
る。図２は、送信回路５２の概略の構成を示す回路図で
ある。この図は、簡単のため送信制御回路５６と一つの
送信駆動回路５４の構成を示している。駆動電源として
電圧制御部８０が設けられている。電圧制御部８０は、
外部電源から電圧“＋ＨＶ０”を供給され、＋ＨＶ制御
信号に応じた電圧“＋ＨＶ”を生成して出力する。電圧
制御部８０と送信駆動回路５４の出力端８２とは、２つ
のスイッチ部８４，８６によって並列に接続される。
【００１９】第１のスイッチ部８４は、基準電位である
アースと出力端８２との間をオン／オフするＦＥＴスイ
ッチ（Ｑ１）と、電圧制御部８０と出力端８２との間を
オン／オフするＦＥＴスイッチ（Ｑ２）とを含む。後述
するように出力端８２に正電圧のパルスを生じさせるた
めに、スイッチ部８４のＦＥＴスイッチＱ１，Ｑ２の切
り換え操作が行われる。この切り換え動作は送信制御回
路５６から入力される制御信号に基づいて行われる。こ
の制御信号はアンプＩＣ１にて振幅を調節され、Ｑ１，
Ｑ２のゲート電位を制御してＱ１、Ｑ２のオン／オフを
切り換える。
【００２０】ここでは、Ｑ１はｎチャネルＭＯＳＦＥＴ
で構成され、そのゲートはＩＣ１の出力に直接接続され
る。またＱ１と出力端８２との間には、Ｑ１に負電圧パ
ルスが印加されないようにするためのダイオードＤ１が
配置される。一方、Ｑ２はｐチャネルＭＯＳＦＥＴで構
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成され、そのゲートはコンデンサＣ１を介してＩＣ１の
出力に接続されると共に、抵抗Ｒ１を介して、電圧制御
部８０の出力に接続される。Ｑ２は、そのゲート電圧が
電圧制御部８０の出力電圧“＋ＨＶ”であるときにオフ
状態であるように構成される。
【００２１】送信制御回路５６から各スイッチ部８４，
８６への制御信号は“High”レベル（以下、Ｈレベ
ル）、と“Low”レベル（以下、Ｌレベル）とに２値化
された電圧レベルを有する。例えばＴＴＬ（Transistor
 Transistor Logic）ではＬレベルは０Ｖ、Ｈレベルは
５Ｖに設定される。上記スイッチ部８４の構成に対応し
て、出力端８２に正電圧パルスを発生させない期間にお
いては、送信制御回路５６からＩＣ１へＨレベルが入力
され、出力端８２に正電圧パルスを発生させるタイミン
グにおいては、Ｌレベルが入力される。
【００２２】次に第２のスイッチ部８６の出力は、コン
デンサＣ２によって出力端８２に容量結合される。スイ
ッチ部８６は、基準電位であるアースとコンデンサＣ２
との間をオン／オフするＦＥＴスイッチ（Ｑ３）と、電
圧制御部８０とコンデンサＣ２との間をオン／オフする
ＦＥＴスイッチ（Ｑ４）とを含む。後述するように出力
端８２に負電圧のパルスを生じさせるために、スイッチ
部８６のＦＥＴスイッチＱ３，Ｑ４の切り換え操作が行
われる。この切り換え動作はスイッチ部８４と同様、送
信制御回路５６から入力される制御信号に基づいて行わ
れる。この制御信号はアンプＩＣ２にて振幅を調節さ
れ、Ｑ３，Ｑ４のゲート電位を制御してＱ３、Ｑ４のオ
ン／オフを切り換える。
【００２３】ここでは、Ｑ３はｎチャネルＭＯＳＦＥＴ
で構成され、そのゲートはＩＣ２の出力に直接接続され
る。一方、Ｑ４はｐチャネルＭＯＳＦＥＴで構成され、
そのゲートはコンデンサＣ３を介してＩＣ２の出力に接
続されると共に、抵抗Ｒ２を介して、Ｑ４をオン状態に
する所定の電位“ＶＧ”を印加される。またＱ４とコン
デンサＣ２との間には、Ｑ４に正電圧パルスが印加され
ないようにするためのダイオードＤ２が配置される。
【００２４】上記スイッチ部８６の構成に対応して、出
力端８２に負電圧パルスを発生させない期間において
は、送信制御回路５６からＩＣ２へＬレベルが入力さ
れ、出力端８２に負電圧パルスを発生させるタイミング
においては、Ｈレベルが入力される。
【００２５】なお、出力端８２には、互いに逆向きに並
列接続された一対のダイオードＤ３，Ｄ４が設けられ
る。これは、Ｑ１を介してアースと短絡している出力端
８２から受信信号を保護するための構成である。受信信
号は小信号であるため、ダイオードの接合電位差によっ
てＱ１から隔絶することができる。
【００２６】続いて、本送信回路５２の動作を説明す
る。図３は、この送信制御回路５６から出力される制御
信号、及び出力端８２に発生する駆動パルスの電圧変化
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7
を説明するためのタイムチャートである。図３（ａ）
は、送信制御回路５６からアンプＩＣ１に入力される制
御信号ＳＧ１、同図（ｂ）は、送信制御回路５６からア
ンプＩＣ２に入力される制御信号ＳＧ２、また同図
（ｃ）は出力端８２に現れる駆動パルスをそれぞれ示
す。以下、この図に基づき時系列に従って説明する。
【００２７】駆動パルスが発生される前（時刻ｔ＜ｔ
１）においては、制御信号ＳＧ１はＨレベル、制御信号
ＳＧ２はＬレベルとされる。ＳＧ１をＨレベルとするこ
とにより、Ｑ１はオン状態、Ｑ２はオフ状態に制御され
る。すなわち、第１のスイッチ部８４は、出力端８２と
基準電位であるアースとが接続される状態（第１オフ状
態）となる。その結果、出力端８２の電位は接地電位で
ある０Ｖとなる。ちなみにＳＧ２をＬレベルとすること
により、Ｑ３はオフ状態、Ｑ４はオン状態に制御され
る。すなわち、第２のスイッチ部８６は、コンデンサＣ
２と電圧制御部８０の出力とが接続される状態（第２オ
ン状態）となる。
【００２８】時刻ｔ１にて制御信号ＳＧ２をＨレベルに
変化させると、Ｑ３がオン状態に変化する。またＩＣ２
に容量結合されたＱ４のゲートの電位がＩＣ２の出力電
圧の変動に応じて、“ΔＶ２”だけ上昇する。電位“Ｖ
Ｇ”は、電位“ＶＧ＋ΔＶ２”にてｐチャネルＦＥＴで
あるＱ４がオフするように設定することができる。その
ように設定しておくことにより、時刻ｔ１にてＱ４はオ
フ状態に変化する。すなわち、第２のスイッチ部８６
は、コンデンサＣ２とアースとが接続される状態（第２
オフ状態）へ変化する。
【００２９】第２のスイッチ部８６が第２オン状態から
第２オフ状態へ遷移することにより、コンデンサＣ２の
スイッチ部８６側の電位は“＋ＨＶ”から０Ｖへ変化す
る。その結果、コンデンサＣ２の反対側の電位は、０Ｖ
から“－ＨＶ”に変化する。なお、このとき、ダイオー
ドＤ１は逆バイアス状態となるので、コンデンサＣ２の
反対側の電位の変化はＱ１を介してアースに吸収される
ことがない。すなわち、時刻ｔ１にて、出力端８２の電
位は“－ＨＶ”へ変化する。
【００３０】時刻ｔ２にて制御信号ＳＧ２を再びＬレベ
ルに戻すと、出力端８２の電位も０Ｖに復元する。この
ように、ＳＧ２のパルス１００に応じて、出力端８２に
は負電圧パルス１０２が発生する。
【００３１】時刻ｔ３にて制御信号ＳＧ１をＬレベルに
変化させると、Ｑ１がオフ状態に変化する。またＩＣ１
に容量結合されたＱ２のゲートの電位がＩＣ１の出力電
圧の変動に応じて、“ΔＶ１”だけ低下する。電位“Δ
Ｖ１”は、電位“ＨＶ－ΔＶ１”にてｐチャネルＦＥＴ
であるＱ２がオンするように設定することができる。そ
のように設定しておくことにより、時刻ｔ３にてＱ２は
オン状態に変化する。すなわち、第１のスイッチ部８４
は、出力端８２と電圧制御部８０とが接続される状態 *

8
*（第１オン状態）へ変化する。
【００３２】第１のスイッチ部８４が第１オフ状態から
第１オン状態へ遷移することにより、出力端８２の電位
は０Ｖから“＋ＨＶ”へ変化する。なお、このとき、ダ
イオードＤ２は逆バイアス状態となることにより、Ｑ４
に正のパルスが印加されることが防止される。
【００３３】時刻ｔ４にて制御信号ＳＧ１を再びＨレベ
ルに戻すと、出力端８２の電位も０Ｖに復元する。この
ように、ＳＧ１のパルス１０４に応じて、出力端８２に
は正電圧パルス１０６が発生する。
【００３４】図３には、上述のｔ＝ｔ１～ｔ４の動作を
ｔ＝ｔ５～ｔ８にて繰り返し、正負の電圧パルスを２組
発生させる場合が示されているが、正負電圧パルスの組
数は１組とすることもできるし、また３組以上とするこ
ともできる。この正負電圧パルスは出力端８２に接続さ
れた振動子へ出力され、超音波が発生、送波される。
【００３５】なお、実際には、ＳＧ１のパルスとＳＧ２
のパルスとは実質的に同時に切り替えることができる。
つまり、例えばＳＧ２のパルス１００の終了タイミング
ｔ２及びＳＧ１のパルス１０４の開始タイミングｔ３に
関してｔ２≒ｔ３とされ、またＳＧ１のパルス１０４の
終了タイミングｔ４及びＳＧ２のパルス１０８の開始タ
イミングｔ５に関してｔ４≒ｔ５とされる。その結果、
送信回路５２から出力される振動子への駆動パルスとし
て、図４に示すように正電圧“＋ＨＶ”と負電圧“－Ｈ
Ｖ”との間を滑らかに変動する信号波形を得ることがで
きる。
【００３６】本送信回路５２によれば上述のように、正
側、負側の振幅が等しく、また正側、負側に同数回ずつ
振れる対称性の良い駆動パルスが得られ、それに含まれ
る高調波成分が抑制される。さらに、正電圧パルスの幅
と負電圧パルスの幅とを等しくすることにより、駆動パ
ルスの対称性が一層向上し、さらなる高調波成分抑制の
効果が得られる。これはＳＧ１のパルス幅とＳＧ２のパ
ルス幅と等しくすることにより実現することができる。
【００３７】
【発明の効果】本発明の超音波診断装置用送信回路によ
れば、正負対称に振れる駆動パルスを１つの駆動電源に
より生成することができ、回路構成の簡素化が図られる
という効果がある。さらに、正側の振幅と負側の振幅と
が１つの駆動電源により決定されるため、振幅の対称性
が安定であり、それらを等しくする調整作業が不要であ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明に係る送信回路を用いた超音波診断装
置の概略のブロック構成図である。
【図２】  本発明に係る送信回路の概略の構成を示す回
路図である。
【図３】  送信制御回路から出力される制御信号、及び
送信回路の出力端に発生する駆動パルスの電圧変化を説
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明するためのタイムチャートである。
【図４】  送信回路の出力端に発生する駆動パルスの信
号波形を示す模式図である。
【図５】  正負対称の駆動パルスを生成する従来の超音
波診断装置用送信回路の概略の回路図である。 *
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*【符号の説明】
５０  プローブ、５２  送信回路、５４  送信駆動回
路、５６  送信制御回路、６２  受信遅延回路、６４  
受信遅延制御回路、６６  受信処理回路、８０電圧制御
部、８２  出力端、８４，８６  スイッチ部。

【図１】

【図２】

【図４】
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